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司
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加
ご
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自主

(
唱
曲
師
百
七
措
品
輸
)

昭
和
四
年
九
月
以
町
行

論

叢

キ目

績

税

の

弱

思占

刺

戸

:iE 

雄

緒
百
(
本
論
の
目
的
)

第
一
段
家
族
主
義
的
見
解
に
必
，
、
臨
抽
出
町
時
枕
上
白
家
主
叫
個
人
主
義
的
且
解
に
基
く
相
続
一
舶
の
臨
悩
誠
一
拍
上
由
主
白
家
族
主
義
的
見
解
に
慕

〈
柑
組
枯
の
雌
簡
潔
桔
上
の
弱
貼
は
家
族
。
純
情
生
活
事
貨
に
廿
相
官
て
の
澗
恭

ω家
旋
制
度
に
於
け
る
家
管
相
続
に
ワ
い
て
心
楓
務
}

第
二
院
家
族
主
義
的
且
解
に
基
〈
蹴
議
及
紐
済
上
山
弱
貼
{
↑
家
族
獅
回
道
義
及
組
踊
向
上
田
宮
川
世
仙
家
族
同
級
醐
止
前
車
世
田
京
掛
川
川
家
族
制
度

白
百
四
A

同
氏
旋
的
且
解
に
基
{
相
続
粧
の
主
主
純
情
刷
よ
。
影
響
川
吉
田
町

'V勤
勉
節
約
挺
脚
内
可
能
性
同
相
蔵
人
に
於
け
る
依
翻
心
及
悪
徳
抑

制
の
可
能
性
的
共
弱
貼
叶
出
義
上
自
弱
貼
引
紹
済
上
山
弱
粕
川
勘
勉
師
約
品
。
抑
制
幻
財
産
浸
牧
の
危
険
)

(

(

(

(

(

 

第
三
崎
共
他
自
且
地
よ
か
の
相
続
柑
凶
器
削
(
付
能
力
鵠
枕
上
川
費
止
時
期
の
平
均
則
凶
能
力
鹿
に
遡
雌
雄
一

ω辿
舵
凶
日
開
法
改
正
仁
組
班
上
旬

世
曾
政
策
よ
例
財
政
川
収
入
上
川
牧
人
動
指
附
帯
減
齢
制
謀
精
技
術
上
川
能
力
庇
に
越
市
些
刀
法
難
凶
惑
肱
防
止
雛
A
評
M

困
難
)

議

相

続

桔

目

弱

副
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第
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前

議

相
続
輔
の
弱
動

館
ニ
十
九
品
世

O 

第
三
貌

結
論
{
全
文
由
要
旨
}身者I

~' 

~ 

時
代
は
筒
人
主
義
へ
、
筒
人
主
義
ヘ
ピ
向
ふ
。
一
枇
曾
主
義
へ
ご
も
い
ふ
が
、
質
は
其
前
に
、
先
以
て
箇
人
主
義

へ
己
向
っ
て
居
品
。
相
綴
枕
の
如
告
も
、
筒
人
主
義
的
に
鬼
れ
ば
ニ
岳
、
被
相
編
入
ご
い
ふ
筒
人
か
ち
し
て
、
相

続
人
正
い
ふ
他
の
筒
人
へ
の
財
産
の
移
樽
に
依
品
不
勢
の
利
得
正
見
て
、
之
に
特
別
に
大
な
抱
力
を
認
め
て
重
課

す
べ
し
古
い
ふ
こ
ピ
に
な

h
、
之
ご
相
並
ん
で
多
少
の
度
に
於

τ財
産
の
集
中
を
抑
制
し
、
貧
富
の
懸
隔
を
緩
和

す
る
の
枇
曾
政
策
上
の
趣
旨
を
も
加
味
し
、
後
者
の
加
味
の
程
度
に
よ
h
，

τは
・
遂
に
枇
品
自
主
義
に
近
き
も
の
E

も
な
る
。
斯
〈
し
て
其
初
め
純
筒
人
主
義
的
に
見

τ居
た
も
の
が
、
窮
極
、
反
割
に
立
っ
た
枇
曾
主
義
に
蹄
着
し

て
し
ま
う
o

此
事
は
大
勢
ピ

Lτ
は
、
我
邦
に
て
も
認
め
ら
る
る
こ
ご
で
、
相
続
税
は
衣
第
に
税
導
を
高
め
、
諌

殺
の
手
加
減
も
巌
重

Z
な
h
、

一
般
に
枇
曾
の
人
々
が
之
を
怪
し
ま
れ
山
や
う
に
な
hJ
つ
、
あ
る
。
併
1
斯
〈
し

τ

枇
曾
主
義
へ
一
歩
々
々
己
注
づ
(
こ

t
が
呆
し

τ会
館
上
、
良
当
こ
古
か
何
う
か
。
相
続
税
を
軍
な
る
筒
人
主
義

的
に
見
て
居
る
こ
E
自
身
も
亦
た
其
健
に
放
任
古
れ
て
差
支
な
き
こ
古
か
何
う
か
。
冷
か
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
異
理
は
併
し
、
筒
人
主
義
に
も
あ
ら
千
、
刑
曾
主
義
に
も
ゐ
ら
?
、

二
者
を
相
官
に
融
合
し
た
る
折
衷

主
義
仁
ゐ
っ
て
‘
筒
人
に
相
官
資
本
を
私
有
せ
し
め
、
伎
を

L
て
自
主
的
に
企
業
経
笹
せ
し
め
、
岡
家
が
之
を
統



制
す
る
E
同
時
に
、
国
家
自
ら
も
或
度
ま
で
濁
立
の
資
本
を
有
つ

τ白
ら
直
接
に
企
業
紹
畿
に
嘗
る
こ
Z
Z
す
吋

〈
、
筒
人
は
剖
ち
国
家
の
統
制
下
に
、
田
公
傘
を
唯
重
し
つ
つ
向
筒
の
刺
徒
を
進
捗
す
べ
き
で
あ
る
。
此
場
合
、
共

の
筒
人
は
全
(
草
な
る
筒
人
己

L
て
他
の
筒
人
E
分
裂
し
調
立
す
べ
出
も
の
で
な
く
、
歴
史
の
産
物
で
あ
ふ
り
遊
説

的
の
も
の
で
あ
b
、
人
間
自
然
的
性
情
に
趨
臆
し
た
る
家
族
制
度
及
家
族
生
活
の
事
質
を
隼
霊
し
維
持
し
て
・
主
(

所
属
人
の
問
の
親
和
を
闘
・
9
、
共
経
晴
樹
基
礎
ご
し

τの
家
族
財
産
Z
い
ふ
も
の
を
維
持
し
増
加
す
る
こ
Z
を
期
す

べ
き
で
め
る
o
斯
〈
す
る
こ
己
に
よ

h
て
、
筒
人
は
躍
な
る
筒
人

E
L
て
生
活
し
溌
展
す
る
の
み
で
な
く
、
む
し

ろ
家
政
局

t
L
亡
閥
民
側
館
山
民
主
し
て
、
家
族
古
闘
家
(
詳
し
〈
い
へ
ば
共
の
減
生
た
る
而
町
制
)
ピ
を
曾
霊

L

て
、
其
持
つ
財
産
を
彼
猫
自
の
物
ご
せ
す
、
家
族
の
潟
め
に
有
つ
も

ω
ご
念
じ
、
叉
.
岡
家

ω怨
め
に
有
つ
も
の

ご
も
考
へ
、
以
て
美
は
し
き
共
同
生
活
を
途
ぐ
べ
き
で
あ
る
o
斯
〈
.
筒
人
主
義
凱
で
も
な
〈
.
一
枇
曾
主
義
蹴
で

も
な
〈
、
家
族
的
国
家
的
の
個
人
主
義
御
手
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
土
蚕
芭
し
出
品
田
鮎
ご
し
て
相
縦
枕
を
考
察
す
る

芭
き
に
は
、
相
頼
税
中
の
特
に
家
督
相
縞
税
並
に
子
孫
回
偶
者
相
続
枕

ω
如
き
に
出
来
る
だ
け
聴
献
す
る
や
う
に

し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
ご
い
ふ
こ
E
に
な
る
。
近
頃
我
闘
に
て
は
相
続
税
に
劃
す
る
筒
人
主
義
的
見
解
.
貨
は
結

局
、
一
枇
曾
主
義
的
見
解
が
強
〈
.
之
を
も
っ
E
も
つ

Z
重
課
し
て
可
な
b
z
の
撃
が
高
〈
、
同
家
主
義
を
高
唱
し

つ
つ
あ
る
政
治
家
に
し

τも
・
少
〈
E
も
相
続
税
に
つ
い
て
は
、
民
衆
仁
絹
ぴ
て
盆
々
之
を
槍
率
し
ゃ
う
Z
し
て

居
る
り
れ
ど
も
、
此
の
如
き
は
我
岡
の
枇
曾
的
基
礎
を
道
義
的
に
並
に
経
済
的
に
も
危
う
か
ら
し
む
る
こ

Z
E
な

諭

叢

相
続
置
の
弱
副

第
二
十
九
谷

一一

弟
三
抗



論

議

四

相
続
揖
由
弱
鮎

第
二
十
九
巻

一一

第
三
甥

ら
泊
か
、
憂
慮
に
地
へ
な
い
。

一
九
一
九
年
仁
獅
逸
が
偶
々
戦
時
財
政
難
に
地
へ
粂
ね
て
(
相
繍
税
を
直
系
卑
属

及
配
偶
者
へ
延
長

た

ωに
反

L
Z
一
)
、
伊
太
利
が
却
っ
て
一
九
一
一
三
年
に
一
定
の
家
族
問
の
相
続
税
を
騒
止
し

ね
る
其
勇
断
(
間
一
一
)
に
は
、
今
夏
乍
ら
考
へ
芭
せ
ら
れ
る
も
の
が
な
し
ご
し
な
い
。
之
を
車
に
フ
ア
ツ

V

1

ト
政

府
り
特
殊
的
反
動
的
廃
泣
正
し
て
の
み
着
池
し
去
っ
て
は
な
ら
な
い
。
私
は
我
闘
の
大
勢
に
掛
し
反
省
ぞ
促
が
す

の
も
無
用
な
ら
P
Z
思
ふ
の
で
、
敢
て
裁
に
此
-
文
を
作
る
。
此
は
主
Z
し
て
は
家
替
相
続
及
家
族
問
の
相
繍
税

の
旧
制
貼
を
指
示
す
る
じ
あ
る
が
、
序
で
仁
動
も
す
れ
ば
者
地
せ
ら
る
る
其
仙
め
拙
か
ら
見
北
る
相
秘
税
の
弱
蜘
を

も
漣
ぺ
る
。

(
桂
一
)

濁
地
に
て
は
一
九
一
九
年
に
、
従
車
。
配
偶
者
向
品
嫡
出
子
孫
へ
の
制
絹
無
粧
を
殴
止
し
て
、
之
に
課
拙
す
る
乙
と
h

し
た
。

(
位
ニ
)

蔵
相
ス
テ
フ
ア
一
一
の
授
業
に
よ
り
て
、
一
九
二
三
年

A
H
二
十
日
由
法
律
が
成
主

L
、
之
に
よ
"
て
家
族
問

ω
相
統
帥

を
み
T

践
し
た
。
詳
し
〈
い
ふ
と
、
り
親
と
子
と

ω
問
、
制
矢
母
と
孫
と
の
問
、
央
却
の
問
、
兄
弟
姉
排
出
問
、
伯
制
父
母
ι
ζ

甥
極
と
の
問
、
死
し

た
る
凡
持
制
叫
の
子
百
怖
に
し
て
代
表
拙
に
基
づ
き
て
相
続
す
る
者
山
間
山
相
蹴

A
附
拠
を
叫
柑
と
す
。

ω共
上

ω
剖
即
時
に
於
げ
る
従
兄
弟
、
刺

族、

A
他
人

ω
相
舗
に
は
謀
枕

t
.
其
拍
車
は
同
轄
に
し
て
、
唯
だ
財
産
自
大
小
に
よ
り
て
差
別
す
る
。
一
一
品
リ
1
ラ
以
下
の
部
分

ω泊
め
の
百

分
十
ニ
か
ら
、
一
千
高
り
目
T

ラ
を
越
ゆ
る
部
分
に
封
す
る
百
分
五
十
に
注
す
る
阜
地
串
で
あ
る
。

伊
太
刺
に
て
は

一
ッ
チ
は
之
を
評
し
て
、
世
間
峰
山
暗
ん

r凡
べ
て
の
文
明
闘
が
相
続
粧
を
有
ち
、
何
れ
の
凶
に
て
も
が
、
其
山
保
守
的
反
酬
の
時
代
に
於
て
す

ら
も
、
之
を
阻
止
す
る
こ
と
を
事
想
し
な
か
っ
た
。
伊
太
利
に
於
て
7

ア
ツ
シ
ス
ト
政
府
に
よ
り
て
行
は
れ
た
も
の
L

外
に
は
、
之
が
嚇
止
の
車

3
 

一
回
例
も
な
い
と
い
ふ
て
居
る
。

1) Strutz， Handbuch des Reich日 tenerrechts..3-AufL S. 676 じonrad.Fw 
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第

段

家
族
主
義
的
見
解
に
基
く
鷹
能
課
税
上
の
弱
鮎

一
個
人
主
義
的
見
解
に
基
〈
相
続
税
の
廊
能
課
税
上
の
意
義
|
|
相
縦
枕
は
之
L
T一
個
人
主
義
的
に
見
れ
ば
、
そ

L

τ普
通
に
は
此
見
地
か
ら
此
税
を
鬼
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
北
(
か
ら
い
ム
ピ
.
比
税
は
不
勢
利
得
課
税
で
め
る
。

相
続
人
古
い
ム
筒
人
が
、
被
相
績
人
ご
い
ふ
別
の
例
人
か
ら
或
財
産
を
継
承
し
、
其
際
‘
別
に
相
続
人
仁
於

t
努

カ
-T
抑
っ
た
も
の
で
な
〈
、
卸
も
不
勢
に

L
て
利
得
し
た
ご
い
へ
る
の
で
、
給
付
能
カ
の
特
に
大
な
表
現
た
る
交

通
商
叩
質
ピ
し
て
常
然
に
重
き
課
税
の
理
由
あ
h
Z
古
品
る
の
で
あ
る
。

二
家
族
主
義
的
見
解
に
基
〈
相
続
税
の
肱
能
疎
枕
上
の
弱
蹴
1
1然
る
に
相
総
枕
は
決
L
T
単
に
倒
人
主
義
的
に

の
み
見

τは
な
ら
な
い
。
家
族
主
義
的
に
も
見
な
け
れ
ば
な
ち
な

ν。
此
家
族
右
卜
義
が
事
質
Z
し
て
も
存
在
し
、

法
制
ご
し

τも
存
在
す
る
に
於
て
、
全
〈
之
を
看
過
仁
去
る
ご
い
ふ
こ
=
は
出
来
な
い
。
そ
し
て
此
を
出
資
貼
t

し
て
相
縞
枕
ぞ
見
る
正
き
に
は
‘
結
局
は
、
前
記
、
個
人
主
義
的
に
見
た
の

Z
は
大
分
、
異
っ
た
も
の
正
な
る
。

A
家
族
の
経
済
生
活
の
事
貨
に
基
き
て
之
を
見
る

1
1
ピ
き
に
、
相
縦
枇
に
於
け
る
廊
飽
課
税
を
制
限
す
る
も

襲
化
し
つ
つ
あ
る
け
れ
ど
も
、

の
あ
る
事
を
見
出
吉
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賓
際
、
家
族
の
箪
位
の
大
吉
は
蕗
に
よ
り
時
に
よ
り
一
様
で
な
〈
、

そ
し
て
大
盤
、
今
日
の
我
邦
の
多
〈
の
地
方
仁
於
て
、
昔
、
か
ら
見
る
ピ
狭
く
は
な

論

叢

相
続
輯
白
溺
勧

り
つ
つ
あ
る
げ
れ
H

と
も
、
人
は
何
ご
し
て
も
此
家
族
生
活
を
餐
ま
な
い
誇
に
往
か
宇
、
少
〈
ピ
も
夫
婦
及
未
狗
立

E 

第
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論

護

相
槙
積
白
弱
勤

第
二
十
九
巻

四

第

披

の
子
孫
は
家
族
正
し
て
共
同
じ
生
活
す
る
。
夫
婦
及
未
獅
立
の
子
孫
が
別
々
的
経
済
を
立
て
る
Z
い
ふ
こ

E

は

殆
ん
ど
想
像
も
つ
か
ね
』
正
で
、
椴
h
に
其
が
あ
ち
得
た
正
し
て
も
極
め
て
の
例
外
で
あ
り
、
租
税
の
如
〈
大
館

的
事
賓
に
基
き
て
決
す
る
を
例
正
す
る
も
の
に

τは
、
看
却
し
て
も
差
支
な
い
程
に
。
そ
し
て
此
家
族
の
生
活
以

人
情
に
帥
L
h仏
最
自
然
的
の
も
の
で
め
，
て
、
容
易
に
此
が
分
裂

L
得
る
も
の
で
な
い
。
其
閥
係
は
叉
最
密
接
な

も
の
で
あ
っ
て
、
叉
開
力
性
に
富
み
、
離
れ
や
う
ご
し

τ・
也
容
易
に
分
離
し
な
い
。
共
は
又
機
械
的
の
集
合
で
は

な
〈
、
有
機
的
の
化
合
で
あ
る
。
此
関
係
が
段
々

t
務
ら
ぎ
つ
つ
め
る
か
の
や
う
に
見
る
人
も
あ
る
が
{
位
三
、
何

う
し
て
々
々
、
人
情
的
奥
深
〈
宿
っ
て
居
る
愛
の
表
現
た
る
此
家
族
が
、
務
〈
旧
捌
〈
な
る
古
い
ふ
二
百
は
出
来
な

ぃ
。
そ
し
て
此
家
族
に
属
す
る
財
産
は
、
家
族
共
同
の
共
産
的
の
も
り
ご
い
ふ
概
念
が
自
ら
に
潜
在
し
て
居
る
。

共
は
形
式
上
、
治
体
上
其
主
人
た
る
個
人
に
於
て
自
由
に
蕗
分
し
得
る
に
も
拘
ら
守
、
即
も
名
義
は
如
何
に
も
英

主
人
の
も
の
で
は
ゐ
る
げ
れ
ど
も
、
質
質
上
経
済
上
に
は
、
家
族
員
会
鵠
が
自
分
蓮

ω共
同

ωも
の
芭
考
へ
、
共

同
に

τ享
楽
し
、
事
官
上
其
蕗
分
じ
つ
い

τも
会
〈
主
人
が
勝
手
に
は
定
め
守
、
或
度
ま
で
は
家
族
員
の
意
見
が

之
に
加
は
b
、
時
Z
し

τは
家
族
員

ω或
も
の
の
方
が
一
屠
多
f
之
に
つ
い
て
影
響
を
及
ぼ
し

τも
居
る
。
主
人

の
存
生
中
も
、
家
族
員
は
期
か
る
家
族
り
財
産
を
以
て
・
主
人
古
い
ふ
全
〈
の
他
凶
倒
人
山
財
産
で
あ
っ
て
、
我

じ
関
係
な
き
他
人
的
物

r
tは
決
し
て
考
へ
な
い
。
何
ほ
ど
か
自
分
的
物
ピ
、
自
分
遠
の
物

r
t考
へ
て
居
る
。

然
-P
ご
す
れ
ば
、
主
人
が
死
ん
で
妻
又
は
子
が
其
財
産
を
継
承
し
た
ご
き
仁
、
並
に
稀
で
は
ゐ
る
が
妻
が
死
ん
で



共
財
産
を
土
弐
が
繊
承
し
た

F
き
に
‘
彼
等
相
誠
人
が
此
迄
持
て
居
な
か
っ
た
世
随
分
権
ご
い
ふ
法
律
上
的
機
能
を
有

も
得
た
こ
ど
に
よ
り
て
、
何
は
ど
か
従
来
の
般
態
に
追
加
古
れ
た
も
の
が
あ
る
ご
は
い
へ
る
に
も
せ
よ
、
其
が
会

〈
の
他
人
の
物
で
・
此
迄
何
等
其
一
卒
業
に
奥
h
r
b
得
な
か
っ
た
も
の
の
入
り
来
っ
た
の
ピ
は
具
h
、
彼
等

ω財
産

状
態
が
増
加
し
上
進
し
た
Z
い
ふ
風
に
は
考
へ
な
い
。
彪
分
権
の
得
ら
れ
た
の
は
、
む
し
ろ
形
式
上
法
律
上
の
こ

正
で
、
経
済
上
質
質
上
に
何
等
か
加
へ
ら
れ
た
も
の
あ
り
ピ
は
思
は
な
い
。
如
何
に
も
相
官
大
な
遺
産
を
縦
承
し

た
ピ
急
仁
は
・
並
(
出
品
分
権
を
有
つ
に
至
っ
た
・
』
ピ
が
、
其
相
縞
人
に

z
b
て
可
な
り
に
共
地
位
を
高
め
た
E
h
v
ふ

翻
・
共
カ
hf-
増
加
し
た
古
い
ふ
戚
が
著

L
〈
ゐ
ら
う
が
、
北
(
の
遺
産
山
小
い
場
合
加
そ

L
て
某
に
よ
ち
て
遺
族
が

漸
〈
に
し
て
生
活
を
綴
付
得
る
が
却
き
場
合
、
又
は
、
被
相
続
人
が
財
産
所
得
の
外
に
動
勢
所
得
を
も
奉
げ
て
居

つ
花
場
合
一
の
如
き
に
は
、
此
被
相
編
入
の
死
に
よ
h
て
相
鎖
し
た
る
者
に
於
て
、
経
憐
上
の
地
位
の
上
進
し
た
Z

考
へ
る
こ
正
は
出
来
感
(
、
む
し
ろ
之
金
落
し
た
E
考
へ
る

-
zが
多
か
ら

P

フ
ロ
も
少
し
有
利
な
場
合
仁
て
も
、

被
相
縦
人
の
死
に
よ

h
τ
そ
し
て
相
績
に
よ
り
て
経
済
上
小
地
位
が
質
質
的
に
増
減
せ

F
t
考
ふ
る
こ
正
が
少
(

は
あ
る
ま
い
(
註
四
百
た
い
V

之
を
個
人
的
に
見
、
そ
し
て
法
律
的
に
見
て
従
来
、
相
縦
人
の
持
っ
て
居
な
か
っ
た
蕗

分
権
を
得
た
古
い
ふ
鮎
か
ら
し
て
‘
其
も
不
労
的
に
得
セ
古
い
よ
貼
か
ら
見
て
、
特
に
飽
カ
に
加
ふ
る
も
の
ゐ
b

ご
は
い
へ
る
も

ωが
ゐ
b
、
随
っ
て
此
際
・
特
に
課
税
す
る
二
ご
を
認
め
る
こ
正
は
出
来
る
り
れ
ど
も
、
併
し
右

に
も
い
ふ
ゃ
う
只
質
際
家
族
共
同
生
管
魯
む
者
に
て
は
、
相
績
に
よ
っ

τ新
に
財
産
を
加
へ
た
E
の
成
の
鈍

E苗

議

相
越
積
の
弱
結

第
二
十
丸
谷

豆

第
一
ユ
披

七



論

叢

F、

第
二
十
九
巻

相
続
税
目
弱
勘

~
J、

第

鋭

き
も
の
で
め
る
か
ら
、
之
に
は
出
来
る
V
H
り
聴
き
課
税
に
止
め
て
置
か
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
或
は
此
中
じ
て
も

特
に
妻
又
夫
の
死
に
よ
h
夫
又
は
妻
が
其
遺
産
セ
受
〈
る
場
合
に
は
、

英
夫
又
は
棄
に
於

τ財
産
を
加
へ
た
ご
戚

や
る
こ
古
が
強
か
ら
う
か
ら
、
此
に
は
宥
恕
の
必
要
な
し
芭
も
い
ふ
が
(
控
豆
、
き
う
い
ム
こ
E
炉
事
賞
記
し
℃
は

あ
り
得
る
か
も
知
ら
ぬ
が
、
其
は
あ
ま
b
に
夫
婦
聞
の
関
係
を
水
時
吹
き
も
的
吉
見
花
の
で
あ
っ
て
.
私
は
之
を
穏

営
芭
考
へ
な
い
。

、主
E
，

i
i
 ペラ
司
J

L

ル
ゅ
ア
ス
は
、
家
族
心
出
版
に
高
い
斑
に
於
て
樹
め
ら
札
、
相
縦
粧
を
か
け
な
い
事
前
、
多
〈
制
用
さ
札
る
儲
地
な
島
町

E
A
な

6
 

っ
た
(
柑
績
枕
を
か
町
て
も
、
家
族
心
を
弱
め
る
ル
』
い
ふ
で
つ
な
事
が
な
{
な
っ
た
)
と
い
ふ
が
、
我
岡
あ
た
り
で
は
、
ま
百
其
れ
ほ

r
で
は
な

〈
、
可
な
り
に
家
接
心
が
掛
〈
.
又
此
の
'
削
島
は
之
を
砧
壊
せ
な
い
宇
う
に
、
融
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
位
回

)ρ
商
工
般
に
配
偶
者
及
干
孫
に
つ
き

l
iシ
ヤ
ル
ツ
は
、
色
々
山
県
設
比
貨
際
か
ら
且
て
相
続
に
よ
り
拙
力
の
設
止
な
し
と
ぜ
ら

3

ζ

・
と
を
事
げ
て
居
る
。
先
づ
柚
力
説
か
ら
い
ふ
て
、
親
の
死
に
於
て
生
旋
門

J

た
阻
偶
者
及
岨
見
は
、
彼
轄
の
手
に
特
段
な
蜘
百
.
文
は
町
干
弗
を

見
出
し
て
も
、
共
の
扶
養
者
を
失
っ
た
り
と
差
別
し
て
、
披
轄
が
民
に
一
一
厨
諒
有
と
也
、
な
ら
ず
、
貨
際
に
は
一
厨
貧
乏
と
な
る
こ
之
に
解
せ

ιれ

る
。
相
蹴
を
偶
然
所
叫
と
す
る
輸
者
か
ら
い
ふ
て
も
、
直
接
相
鏑
#
(
子
郵
)
日
持
相
続
に
足
め
ら
れ
た
る
期
待
に
て
歌
宵
せ
ら
れ
訓
練
せ
ら
れ
、

彼
等
の
畳
〈
る
ζ
&
圭
現
品
し
た
る
財
府
に
闘
し
作
ら
れ
た
る
悦
脅

A
生
日
8
訟
を
有
ワ
乙
主
に
な
る
と

L
，
其
れ
か
ら
抗
冊
と
し
て
も
.
中

世
由
絡
り
に
、
伊
大
利
。
都
市

A
利
蘭
白
州
が
相
蹴
枕
主
採
用
し
た
と
き
に
は
、
未
百
財
産
の
家
族
所
有

ω感
情
出
弧
{
、
子
制
父
の
川
由
主
得

る
E
と
は
、
士
〈
移
碑
と
は
考
へ
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ
。
チ
丸
カ
は
‘
扶
養
者
を
先
っ
た
謀
姉
瓦
孤
凡
に
謀
曲
す
る
こ
と
は
、
大
な
残
酷
u
A
不

品
正
と
非
難
せ
ら
る
為
。
何
皆
と
な
れ
ば
、
多
〈
の
場
合
、
扶
義
者
の
喪
先
に
依
る
組
済
上
の
損
北
岡
残
さ
札
た
る
相
続
川
院
に
依
る
致
釘
よ
り

‘
一
一
服
式
い
か
ら
&
い
ひ
、

一
-
ッ
ナ
も
、
主
の
死
は
笹
々
に
し
て
、
一
家
族

ω勉
め
vに
畢
に
深
き
悩
み
た
る
の
み
で
な

t
、
叉
慨
に
臨
時

L
D

損
害
だ
と
鵠
し
司
柑
陪
間
接
白
盲
表
は

L
方
で
は
あ
る
が
、
ス
ダ
ン
プ
も
、
遁
拙
者
に
於
狩
る
期
待
白
一
一
元
素
は
直
接
白
家
族
U
U

其
よ
り
も
一
層
小

Bela Foldes， Fw. 2 Aufl. S. 473・6) 
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に
、
其
鶴
一
曹
は
-
居
大
に
、
随
ふ
て
岡
家
は
困
難
な
し
に
遺
拙
者
に
一
一
肘
大
在
犠
牲
奇
襲
求
L
伴
と
い
ふ
。

)
 

川
い
特
に
子
孫

ω
相
続
に
つ
き
|
|
ヘ
ツ
ケ
ル
は
、
子
孫
自
相
続
で
は
、
財
政
晴
酬
が
既
に
的
以
て
臨
比
せ
ら
れ
る
と
品
L
、
エ

1
4
ル
ヒ
は
、
子

孫
ヘ
山
課
枕
が
事
〈
の
方
面
か
ら
特
設
な
る
力
を
以
て
反
針
せ
ら
れ
る
。
共
は
狭
義
家
族
に
於
け
る
財
産
は
、
雨
刻
山
ル
官
即
下
に
於
け
る
共
同
山

家
族
財
産
を
表

ωす
。
関
ワ
て
共
死
に
よ
り
て
所
省
内
漣
出
は
法
律
上
に
は
現
は
る
‘
討
、
事
責
ょ
に
は
さ
う
で
な
い
。
此
に
刷
蹴
は
多
(
は
財

5
 

産
相
加
を
意
味
し
な
い
。
む

L
Z
O
唯
だ
制
政
人
。
根
神
的
存
合
併
の
従
車
山
恭
曜
を
確
保
す
る

ω
h
o
rと
い
ふ
と
&
か
ら
し
て
だ
と
い
1

ふ
ε

内
げ
小
制
財
産
米
は
削
勢
的
被
相
続
人
の
場
合
に
つ
き
|
|
ク
ヲ
イ
ン
ウ
Z

ヒ
ダ
ー
は
、
川
市
式
上
に
は
、
相
続
人
が
一
一
昨
白
む
こ
と
に
な
る
け
れ
ど

も
、
貨
際
上
K
位
、
相
蹴
出
直
接
の
損
失
を
語
時
し
得
る
。
特
陀
其
牧
描
に
よ
M

町
て
脳
陣
者
出
生
川

L
能
は
ざ
る
小
財
底
内
抑
制
よ
り
も
抗
護

者
自
死
に
よ
り
て
生
時
間
る
者
に
恥
り
財
政
上
一
府
闘
離
な
時
に
執
り
と
焔

L
、
山
シ
タ
ー
は
、
ゆ
踏
の
場
令
に
は
、
能
力
目
哨
加
円
前
現
し
な
い

と
と
が
あ
る
d

其
は
汁
柿
な

b
λ
が
者
且
従
脇
す
る
小
伏
九
日
ら
奪
去
り
れ
た
場
合
内
如

L
と
泊

L
、
川
氏
に
他
山
由
叫
に
て
、
謀
師
矢
口
綻
闘
す
る
ル

怖
に
残
さ
れ
た
る
も
凶
h

小
制
山
場
合
に
は
、
明
か
に
、
負
強
に
措
ゆ
べ
き

ω
能
力
K
於
け
る
噌
加
は
な
ド
。
附
ふ
て
此
に
は
臥
枕
さ
れ
て
は
な

〉g
 

b
由
と
い
ふ
。

(
位
五
)
ヨ
ン
ラ

l
v
は
、
央
制
岡
山
場
合
に
、
特
に
夫
の
方
を
提
ず
る
却
出
は
な
い
。
共
に
て
は
事
{
は
、
彼
が
牧
伴
者
、
企
し
て
.
加
持
上
山
地

位
を
、
宴
を
h
I

ふ
こ
と
に
よ
り
て
不
良
と
せ
ら
れ
な
い
。
夫
白
死
し
た
る
後
、
官
出
存
す
る
と
き
に
は
、
此
が
卦
民
酔
て
忠
平
且
と
は
な
ら
ぬ
，
て

》

。

あ
ら
う
と
い
ふ
、

B
家
族
制
度
に
於
付
る
家
督
相
総
に
就

ν
て
之
を
見
る

l
l
zき
に
、
此
に
も
相
続
に
於
り
る
感
能
課
税
を
制

限
す
る
も
の
あ
る
を
見
出
す
。
此
家

ω制
度
が
法
制
上
に
認
め
ら
る
る
以
上
は
、
家
が
閥
家
組
織
の
内
部
に
於
り

る
一
の
共
同
生
活
的
経
済
的
及
其
上
に
も
道
義
的
の
軍
位
ご
し
て
公
認
さ
れ
た
も

ω
Z
L
な
〈
て
は
な
ら
す
、
此

に
相
賞
の
尉
産
を
保
持
せ

L
め
て
、
共
家
仁
尉
す
る
問
先
の
祭
を
綴
り
し
め
、
刷
先
の
名
春
を
維
持
し
又
は
克
ら

論

援

九

相
続
松
田
扇
動

第
二
十
九
容

七

第

貌

Shultz， Thc: taxation of inheritance，- p'. :~62. 26.3. .269-. Tyszka. X~\I.. .2 
Auft. S. 233-234田 Nitti， 1. c. p. 164: The 50cial sig即日onceof death 
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論

議

第
ニ
十
九
巻

O 

λ 

第

焼

相
続
抽
白
弱
貼

に
一
層
高
揚
せ
し
め
る
や
う
に
し
、
之
に
よ
b
て
以
て
其
綜
合
会
館
た
る
光
祭
ゐ
る
園
家
を
保
維
し
設
展
す
る
こ

ぜ
に
な
ら
し
め
や
う

t
h
v
ふ
意
義
あ
る
も
の
己
し
な
り
れ
ば
な
ら
肉
。
然
h
正
す
る
己
主
仁
.
家
の
戸
主
は
、
本

来
其
家
に
凪
す
る
財
産
を
自
分
一
箇
の
利
盆

ω錫
め
に
省
も
又
蕗
品
川
す
ぺ
き
も
の
で
は
な
〈
、
常
仁
、
英
の
永
綴

性
を
有
っ
た
家
の
掛
川
め
仁
、
随
ム
て
は
図
的
斜
め
じ
有
も
叉
蕗
理
す
吋

E
も
の
Z
す
る
。
彼
は
法
律
上
に
は
其
自

肉
蕗
分
を
許
さ
れ
て
居
る
苦
し
て
も
、
道
義
上
に
は
之
を
滞
用
し
で
は
な
ら
中
、
家
り
忽
め
に
、
随
ふ
て
は
闘
の

斜
め
に
有
つ
ご
い
v

ふ
義
務
を
自
箆
す
ぺ
き
も
の
ど
す
る
。
若
も
各
戸
主
仁
於
て
此
道
義
的
潤
解
が
存
す
る
な
ら

ば
、
家
督
相
舗
の
場
合
に
は
、

一
人
が
或
財
産
を
他
の
筒
人
よ
h
移
苫
れ

τ我
が
物
正
し
た
ご
い
ふ
よ
り
は
、
む

し
ろ
比
に
て
家
長
正
い
ふ
一
の
役
目
に
就
き
、
家
正
い
ふ
無
形
山
主
檀
に
周
す
る
財
産
を
管
理
し
、
師
ち
保
持
L

増
加
す
る
職
務
に
嘗
る
こ
ご
に
な
っ
た

Z
戚
宇
る
こ
さ
に
な
b
、
之
に
よ
b
て
彼
に
税
を
梯
ふ
伶
カ
が
増
し
た
芭

炉
、
不
妙
に
し
工
利
得
し
た
ご
か
い
ふ

h
E
の
戚
は
税
〈
、
却
っ
て
彼
箇
人
正
し
て
は
此
に
よ
b
て
義
務
、
職
責

の
負
携
が
加
は
っ
た
も
の
ご
戚
十
べ
き
で
あ
る
。
斯
か
る
道
義
叫
が
強
き
Z
き
に
、
初
め
て
人
々
の
経
済
行
動
が

緊
張
し
・
叉
改
善
せ
ら
る
る
を
得
る
り
で
ゐ
h
・
之
を
軍
に
一
般
普
通
に
行
は
る
る
や
う
に
、
相
績
人
が
彼
筒
人

の
利
盆
の
鴛
め
に
自
由
に
管
理
し
蕗
理
す
る
や
う
に
な
っ
た
も
の
だ
ご
観
念
す
る
ご
き
に
は
、
其
財
産
が
濫
用
せ

ら
れ
い
又
思
肘
せ
ら
る
る

4
Z
Z
も
な
ら
な
〈
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
家
督
相
編
入
に
於

τ右
い
ふ
や
う
な
道
義

観
の
出
来
る

rけ
張
〈
な
る
こ

Z
が
望
ま
l
d
〈
、
阪
に
此
が
望
ま
し
正
す
る
に
於
て
、
相
叫
悶
枕
を
重
〈
す
る

t
き

Conrλd. a. a. O. S. 1l3. 10) 



に
、
品
山
道
義
蹴
を
抑
制
す
る

'-zzな
っ
て
、
此
希
同
曜
に
は
副
は
な
い
I

。
困
止
力
今
日
の
賓
際
に
於
て
家
督
相
縞

者
に
於
て
右
の
や
う
な
道
議
凱
が
十
分
に
行
は
れ

τは
居
ら
す
、
筒
人
主
義
的
見
解
が
却
つ

τ
一
層
多
〈
に
も
行

は
れ
て
居
る
の
ど
か
ら
・
此
事
寅
に
則

L
て
、
家
相
官
相
舗
に
一
の
不
券
利
得
を
認
め
給
付
能
力
の
後
生
を
認
め

て
-
課
税
す
る
こ
古
は
、
必
千
し
も
排
尿
し
去
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
け
れ
Y
」
も
、
右
の
如
き
道
義
恥
酬
の
存
在
及

其
普
及
が
理
想
吉
し

τ邸
一
ま
し
Z
す
る
に
於

τ、
此
を
も
曾
重
し
て
、
之
を
破
壊
し
抑
附
置
す
る
や
う
な
租
税
は
出

来
る
に
り
低
き
に
置
〈
ニ
吉
が
得
策
で
ゐ
h
、
そ
し
て
其
は
此
道
義
制
が
存
し
た
古
前
提

Lτ
の
相
縦
人
的
能
力

戚
に
相
聴
す
品
所
以
で
も
め
る
。

第
二
段

家
族
主
義
的
見
解
に
基
く
道
義
及

経
漕
上
の
弱
酷

一
家
族
制
酬
の
道
義
及
経
済
上
の
重
要
|
|
家
族
税
、
随
つ

τ生
宇
品
、
又
は
其
根
底
を
成
す
所
の
家
族
生
活
一
帯
質

，e
、

及
家
族
制
度

ω如
何
に
道
義
上
経
済
上
に
重
大
な
る
も

ωか
正
い
ふ
事
は
、
前
段
、
慮
飽
課
税
の
説
明
の
前
提
E

し

τも
一
通
b
は
説
い
た
所
で
ゐ
る
が
・
術
一
一
居
此
怠
品
開
を
明
か
に
す
る
翁
め
に
、
認
に
、
も
一
度
設
い
1

て
見

る。
A
家
族
的
経
済
生
活
り
事
質
的
重
要

l
l夫
婦
及
未
満
立

ω
小
供
炉
ら
成
る
家
族
E
い
ふ
も
の
は
、
人
の
最
白

諭

議

相
続
紐
白
弱
貼

弟
二
十
丸
谷

九

第

就



論

議

相
続
積
の
扇
動

第
二
十
九
谷

C 

第

腕

然
的

ω生
活
草
位
で
あ
っ
て
、
人
工
で
出
来
た
も
の
で
は
な
く
、
自
然
に
出
来
た
も

ωで
ゐ
り
、
車
な
る
機
械
的

の
集
合
で
な
く
し
て
有
機
的
親
密
な
る
関
係
を
有
っ
た
も
の
で
ゐ
っ
て
、
各
員
が
分
立
し
分
解
さ
れ
き
う
で
ゐ
つ

τ容
易
に
以
其
が
出
来
な
い
。
此
閉
じ
も
往
均
に

Lτ
戚
情

ω疎
隔
を
生
じ
仇
敵
胡
す
る
ご
い
ふ
こ
己
も
あ
る
り

れ
ど
も
、

そ
ん
な
識
が
永
偵
し
固
定
し
工
本
の
親
和
の
依
由
民
一

ω出
来
ぬ
ご
い
l

ふ
の
は
非
常
な
例
外
で
ゐ
り
、
杢
間

ぜ
し
て
見
ゐ
ご
主
仁
、
家
族
員
の
聞
に
は
一
た
び
院
嘩
し
て
も
叉
知
ら
凶
聞
に
仲
直
り
を

L
て
し
ま
ひ
、
共
闘
の

敵
の
前
に
日
以
前
の
守
を
お
山
崎
れ

τ助
り
合
ふ
ゃ
う
仁
も
な
る
o

共
の
瓦
仁
助
け
令
ム
ご
き
に
は
、
岡
県
仁
自
分
よ

b
も
よ
・
9
多
〈
可
愛
い
ご
さ
へ
も
思
ム
。
人
は
妻

ω錦
め
・

小
供
の
縛
め
な
ら
ば
、
己
を
莱

τて
も
代
っ
て
や
b

た
い
芭
思
ム
、
共
麓

ω流
れ
は
質
に
不
可
思
議
な
カ
を
有
っ
た
も
の
で
、
北
れ
ほ

E
一
一
践
は
し
〈
も
貴
き
も
の
が
、

此
世

ω中
山
何
蕗
に
ゐ
る

rら
う
か
ど
も
忠
は
れ
る
。
凡
べ
て
の
道
徳
が
自
己
セ
出
品
担
割
ご
す
る
ご
も
h
y

ふ
が
、

む
し
ろ
自
己
よ
h
も
自
己
の
家
族
を
出
俊
結
正
す
る
古
い
ふ
り
が
正
し
い
。
此
自
然
的
な
る
カ
強
吉
道
義
心
の
茄

芽
は
宜

L
〈
之
を
培
養
し
・
推
し
競
げ

τ
一
般
枇
曾
人
へ
、
夏
に
閤
家
へ
も
及
ぼ
さ
し
む
べ
き
も
の
で
ゐ
る
o
郎

も
人
聞
の
本
能
に
は
、
自
己
よ

h
も
よ

h
多
く
家
族
ピ
ヤ
ふ
も
の
を
愛
す
る
Z
V
ふ
・
』
ご
が
ゐ
り
、
此
が
他
愛
の

第
一
歩
で
あ
っ
て
、
人
は
比
に
現
は
る
る
気
持
を
枇
曾
闘
家
に
及
ぼ
す
や
う
に
修
養
す
る
ニ
ご
を
努
め
な
り
れ
ば

な
ら
ぬ
。
人
の
他
愛
が
家
族
に
止
ま
b
て
枇
曾
国
家
に
及
ば
ぬ
古
い
ふ
こ
ど
も
あ
b
得
る
が
・
其
は
修
養
凶
不
足

仁
基
く
も
の
で
ゐ

h
、
崎
市
来
、
数
育
上
の
努
カ
が
一
一
指
進
ん
ガ
な
ら
ば
、

之
を
新
〈
議
〈
・
』

t
は
出
来
得
る
ご
信



守
る
。
此
人
に
於
け
る
自
然
の
戚
情
の
畿
露
を
娘
親
し
て
、

一
足
飛
に
、
人
工
的
に
岡
家
変
を
説
い
て
見
た
蕗
で

異
に
徹
底
す
る
正
い
ふ
こ
ご
は
六
っ
か
し
い
。
印
ち
岡
家
数
育
の
大
本
ご
し
て
は
、
此
家
族
愛
を
養
ふ
て
、
其
を

土
壷
ど
し
て
岡
家
愛
を
激
へ
溝
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
若
も
相
縞
税
な
ど
の
や
?
な
岡
家
制
度
に
よ
り

て
、
此
折
角
の
家
族
愛
を
躍
聞
か
ら
し
め
、
家
族
を
人
工
的
に
分
裂
せ
し
め
、
個
人
主
義
的
の
成
此
加
を
養
ひ
、
家
族

員
相
互
聞
に
於

τ相
争
ふ
の
を
怪
し
ま
れ
刷
や
う
に
な
る
ご
き
に
、
国
家
枇
曾
の
中
に
て
も
一
層
此
風
を
助
長

L

て
世
は
修
繕
の
巷
ご
な
っ

τし
ま
う
で
あ
ら
う
。
新
〈
て
此
中
部
放
生
沼
田
早
位
の
保
存
古
い
ふ
こ
Z
は
家
族
愛
の
擁

議
せ
ら
れ
、
国
家
変
の
酸
化
古
る
る
源
で
あ
る

F
Lて
道
義
上
等
い
も
の
で
あ
る
が
、
倫
ヌ
、
此
焚
に
刺
戟
せ
ら

れ

τ、
人
が
家
族
員
の
銭
め
に
勤
勉
努
力
工
夫
貯
蓄
等
を
す

o
z
i
ふ
こ
ご
仁
も
な
っ
て
、
経
済
上
の
資
展
を
進

め
る
こ
ご
じ
な

b
、
此
家
族
生
活
が
輝
雄
胴
上
に
も
重
要
な
る
も
の
に
ご
い
ふ
を
得
る
。

B
家
族
制
度
り
霊
長

l
l家
族
生
活
は
奨
を
以

τ美
化
苫
れ
て
居
る
の
に
劃
し
、
家
族
制
度
は
誇
り
を
以

τ美

化
百
れ
て
居
る
。
家
族
生
活
は
備
は
一
般
人
に
理
解
さ
れ
易
い
け
れ
H

と
も
、
家
族
制
度
に
至
つ
て
は
、
新
し
い
人

か
ら
は
時
代
錯
繰

ωや
う
に
も
見
ら
れ
て
、
所
調
現
代
人
の
抑
制
務
な
気
持
か
ら
は
離
札
つ
つ
あ
る

J

け
れ
ど
も
私

は
飽
迄
も
比
に
道
義
的
H
A

経
済
的
の
重
要
を
認
め
る
。
人
は
元
来
、
現
在
ゆ
パ
ン
、
目
前
の
経
済
生
活
の
録
的
の

み
に
生
き
て
は
な
ら
な
い
。
過
去
滞
家
を
通
じ
て
道
義
的
に
精
紳
的
に
も
生
、
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
γ

。
我
等
は
現

在
の
み
の
我
等
で
は
な
〈
、
組
先
を
織
承
し
た
る
我
等
で
め
h
、
子
孫
に
よ
h
て
総
承
古
る
べ
き
の
我
等
で
あ

日市

議

相
続
粧
の
弱
鈷

第
二
十
丸
谷

一

節

税



詰満

議

相
破
枯
白
弱
酷

tf; 

腕

回

第
二
十
丸
谷

日

一

る
O

各
人
は
叉
或
家
を
雌
れ
た
る
の
筒
人
で
は
な
〈
.
何
れ
か
の
家
、
何
人
か
の
蹴
先
か
ら
由
記
家
に
属
す
る

者
、
其
一
員
正
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し

τ集
が
立
採
な
組
先
の
後
で
あ
っ
た
ご
き
に
は
、
其
家
名
を
汚
さ

ぬ
や
う
に
ご
努
め
る
ご
き
に
、
岡
山
都
会
慢

ω潟
め
に
も
良
き
市
唱
を
行
ム
こ
ご
に
な
っ
て
来
る
。
椴
b
に
己
の
班
先

に
附
酬
は
れ
た
人
が
な
か
っ
た
な
ら
ば

自
己
の
懸
命
の
努
力
「
い
よ
h
て
之
を
高
め
る
古
い
ふ
心
掛
に
も
な
h
、
蹴

先
の
名
を
己

ωカ
じ
よ
b
高
め
、
夏
仁
は
良
き
名
を
子
孫
に
残
し
て
、
子
孫
を
し
て
其
品
開
揮
に
潤
ほ
は
せ
ゃ
う
ご

す
る
E
き
に
、
岡
家
枇
曾
に
も
良
き
事
を
行
ふ
や
う
に
な

h
得
る
。
斯
〈
し
E
人
が
中
部
内
誇
り
、
家
の
光
柴
を
考

ふ
る
E
h
d
に
、
何
ご
し
て
も
利
己
的
の
行
勤
の
み
は
出
来
争
、
国
家
一
批
曾
に
良
吉
事
を
し
な
〈
て
は
な
ら
な
〈
な

る
Q

各
人
が
一
切
、
家
正
い
ふ
や
う
な
過
去
勝
家
に
亘
る
も
の
を
考
へ
宇
、
車
に
自
己
の
み
を
考
ふ
る
ご
き
に

は
、
目
前
の
経
糖
、

目
前
の
精
々
家
政
員
の
経
済
利
盆
の
み
を
考
へ
る
こ
ご
に
も
な
b
、
自
ら
其
向
上
努
力
が
鈍

h
y
、
極
端
利
己
的
ご
も
な
っ
て
、
闘
家
枇
曾
の
迷
感
を
も
意
ご
せ

F
る
や
う
に
な

b
易
い
。
田
平
に
伺
己
一
人
の
み

の
立
場
か
ら
し
て
高
き
良
き
行
を
す
る
ご
い
ふ
こ
ご
も
み
{
〈
な
い

Z
は
い
は
ぬ
が
、
矢
張
り
人
が
比
家
ご
い
ム
ホ

速
の
存
続
性
を
布
っ
た
も
の
を
本
位
ピ
し
て
考
へ
た
方
が
一
屠
多
〈
批
曾
的
に
良
き
輔
、

z
e行
ふ
二
百
に
な
h
得

る
o

卸
も
此
家
の
制
度
を
傘
重
す
る
精
肺
よ
り
し
て
、
や
が
て
岡
家
を
曾
重
す
る

ω念
が
養
は
れ
、
国
家
の
存
立

後
展
が
期
せ
ら
る
る
ご
い
ふ
の
で
、
家
族
制
度
は
決
し
て
箪
仁
無
償
値
な
る
歴
史
的
の
遺
物
で
は
な
〈
、
永
量
生

命
を
有
っ
た
も
の
で
ゐ
b
、
道
義
上
重
要
な
意
義
あ
る
も
の
で
あ
る
。
叉
此
刺
戟
に
よ
h
て
経
済
上
の
努
力
も
進
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め
ら
れ
、
経
憐
上
に
も
重
要
な
る
も
の
で
ゐ
る
。

ニ
家
族
的
見
解
に
基
く
相
綴
税
の
道
義
及
経
済
上
の
影
響
1
1

A
其
強
駄
|
l
此
見
地

ω下
仁
、
相
縦
枕
の
弱
駄
が
著
し
い
ゃ
う
で
は
あ
る
が
、
会
〈
弧
貼
の
な
い
の
で
は
な

い。

rか
ら
弱
貼
を
い
ふ
前
に
、
強
貼
を
も
一
週
b
遁
叫
て
覧
〈
。

い
勤
勉
節
約
奨
励
の
可
能
性

l
l相
総
税
が
ゐ
ま
b
に
重
い
正
き
に
は
、
そ
し
て
色
々
其
他
の
僚
件
の
不
利

な
る
ピ
き
に
は
、
闘
民
財
産

ω
元
本
を
侵
蝕
す
る
一
』
E
に
も
な
る
で
あ
ら
う
が
露
三
、
其
が
酬
明
γ
4
E
が
出
来
る

な
ら
ば
、

共
が
闘
民
財
産
を
侵
す
ニ
ピ
な
〈
、
優
に
図
民
所
得
か
ら
出
3
れ
ゐ
で
め
ら
う

L
2
t
}
‘
此
際
、
特
仁

家
族
主
義
的
見
解
も
が
行
は
れ
た
な
ら
ば
、
人
が
家
族
の
震
め
に
、
叉
家
の
矯
め
に
、
税
の
か
か
る
だ
り
を
埋
合

古
う
正
し
て
、
設
相
誠
人
の
立
場
に
て
も
.
相
績
人
の
立
場
に
で
も
一
屠
の
努
力
を
錦
す
ニ
ご
に
な
b
得
品
。

川
此
枕
が
闘
民
川
是
主
主
使
、
す
も

ω
だ
と
は
可
な
り
蹴
.
，
、
行
は
れ
た
考
ど
あ
る
。
卸

2
1
4ル
ヒ
は
、
闘
民
制
作
掛
上
よ
り
し
て
、
人

出
相
続
枕
を
叫
て
肘
屈
を
減
少
す
る
も
の
と
し

τ、
財
躍
元
本
の
減
少
と
し
て
争
ふ
と
錯
し
、
ピ
グ
ー
も
、
副
怖
の
就
に
よ
れ
ば
、
凡
ペ

τ他

。
抵
は
市
費
純
情
か
ら
掛
は
る
ミ
白
に
、
相
続
税
は
資
本
白
続
で
あ
っ
て
、
必
然
に
金

f
費
本
か
ら
抑
は
る
ゐ
・
と
い
ふ
と
し
で
居
る
。
其
他
、
捌

著
書
岡
町

作
併
L
此
祝
が
醐
民
財
躍
を
侵
す
の
は
、
其
白
紙
串
白
向
き
と
き
其
他
白
鶴
刊
の
不
利
な
と
き
白
み
だ
と
い
ふ
事
に
つ
い
て
は
、
北
は
私
が
#
て

も
い

A
た
や
う
に
、
詳
し
〈
V
ふ
と
、
相
観
蹄
ゆ
高
さ
他
諦
祉
の
高
君
、
一
相
蹴
と
北
山
相
簡
と
の
間
隔
の
長
垣
、
納
枇
均
一
泊
め
に
奥
へ

b
る

、
描
融
泣
特
典
の
有
無
大
小
、
相
続
の
偶
然
庭
山
大
小
、
闘
日
向
の
性
能
な

E
に
か
ゐ
句
会
@
伺
ほ
之
に
ワ
量
、
ピ
グ
，
は
、
韓
出
入
山
年
々
の
所
得

(
陸
穴
}論

相
続
設
白
弱
貼

五

議

第
二
十
九
巻

第

腕

租税同F究ー巻、 295-297.li巷 '95.

同上一巻 298，32.3・ E巻 196.
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論

議

第
二
十
九
各

四

第
三
部

プミ

相
続
枯
の
弱
動

に
比

L
比
較
的
小
制
な
れ
ば
、
其
時
め
の
基
金
の

E
輔
の
も
白
出
、
容
易
に
消
哩
粗
済
に
よ
り
で
併
せ
ら
る
、
を
帯
る
e
併
し
祇
部
大
な
れ
ば
此

は
不
可
能
だ
と
喝
し
、
ア
リ
ク
ス
も
、
過
大
事
の
相
腕
柑
が
資
本
四
分
拡
を
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
て
糾
済
紫
柴
の
源
を
侵
す
と
侶
し
、
且
ワ
仰

δ
 

闘
の
相
続
枕
は
高
官
抽
唱
の
泊
め
に
民
心
費
本
の
上
山
柑
と
な
っ
て
居
る
が
、
此
M
H

本
車
の
性
質
に
口
調
子
と
伐
す
。

〔
佐
七
)

へ
ツ
ケ
ル
は
、
相
悩
枯
は
初
め
に
は
形
式
上
の

M
躍
枕
だ
吋
れ

rも
、
枕
唱
が
高
〈
な
る
に
随
っ
て
世
質
上
の
則
比
柑
と
な
る
(
聴
い
問

は
市
に
所
制
。
枇
て
止
ま
る
)
と
焔
し
、
ヒ
リ
グ
マ
ジ
も
、
資
本
白
枯
は
資
本
を
減
少
し
所
得
の
枕
は
所
得
を
減
φ
ず
る
け
れ
ど
も
‘
此
ニ
の
場
合

に
若
も
祉
が
去
、
物
、
所
持
を
取
去
ら
向

2
8
に
は
、
僚
制
計
官
本
化
さ
れ
亡
、
喬
本
の
純
減
収
を
防
止
す
ペ
し
と
持
し
、
ハ
ン
タ
ー
は
、
相
続
骨
は

或
他
。
枕
以
上
に
、
貯
蓄
白
上
山
積

rは
壮
い
と
い
ひ
、
ア
イ
ナ
ウ
ヂ
は
、
相
縦
軸
は
間
一
同
所
得
心
年
同
白
油
田
一
部
を
、
公
共
目
的
自
伐
め
に

引
入
る
λ

侃
b
p
財
政
便
宜
且
粗
砥
公
正
の
制
山
か
b
適
川
さ
れ
た
技
術
上
向
子
山
に
過
ぎ
由
と
い
ふ
。
依
岡
山
相
純
和
日
誌
世
相
帥
酬
の
最
高
申

(
第
一
ニ
種
山
五
百
高
則
以
上
)
が
千
分
百
六
十
、
遺
産
相
組
内
部
一
稲
(
直
系
中
届
)
の
最
高
市
中
千
分
百
八
十
だ
か
ら
、
之
を
平
均
二
十
年
目
に
一
度

搾
る
と
し
て
、
一
年
前
り
、
前
者
は
千
分
λ
、
後
者
は
千
分
九
ピ
、
何
れ
も
百
分
一
以
内
て
怠
る
。
闘
っ
て
之
が
伐
品
に
岡
民
財
産
元
本

E
侵
す

ほ
ど
の
事
は
会
側
上
は
な
〈
て
祷
ま
う
。

)
 

み
相
縦
人
に
於
け
る
依
頼
心
M
A
忠
徳
抑
制
の
可
飽
性
|
|
無
制
限
の
相
続
は
被
相
縦
人
た
る
親
の
立
場
か
ら

し
て
は
其
勤
勉
努
力
を
決
め
る
己
も
之
を
抑
制
す
る
こ
ご
は
な
い
V

が
.
相
続
人
た
る
小
供
の
立
場
ご
し
て
は
、
勤

も
す
れ
ば
共
依
頼
心
を
増
長
し
て
‘
諸
の
恐
怖
悩
を
助
成
す
る
可
能
性
が
ゐ
る
芸
人
)
0

相
総
税
は
、
特
に
家
族
中
一
義

的
見
解
的
行
は
る
る
手
書
、
相
総
人
に
反
省
を
慌
が
し
て
幾
分
な
り
ご
も
之
等
の
弊
に
陥
る
ニ
ご
を
少
か
ら
し
め

る
こ
さ
が
出
来
る
ο

{
詰
八
)

リ
ー
ド
は
、
不
易
財
産

ω
持
主
は
、
凡
べ
て
の
思
州
国
且
腐
敗
の
止
ず
る
中
心
だ
と
い
ふ
ロ
仰
ほ
之
に
つ
い
て
は
b

I
ネ
ギ
ー
の
有
名
な
る

ゎ

聞
が
あ
る
o，
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B
共
弱
貼

ヤ
其
道
義
上
の
弱
結

l
l
zし
て
は
家
族
心
を
失
は
し
め
て
利
己
的
な
ら

L
め
る
こ
Z
が
此
枕
の
検
知
で
あ

る
。
随
ふ
て
此
家
族
生
活
及
家
族
制
度
を
道
義
上
大
事
な
も
の
芭
す
る
な
ら
ば
、
相
続
殺
を
由
来
る
だ
り
軽
(
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
富

ao相
綴
就
が
軽
〈
、
そ
し
て
他
方
に
家
族
的
見
解
が
相
営
に
行
は
る
る
な
ら
ば
、
人
々

が
共
下
に
於
て
勤
勉
努
力
節
約
を
行
ふ
て
往
〈
で
あ
ら
う
が
、
此
が
重
〈
し
て
、
各
人
が
其
家
に
於
け
る
財
産
か

ι生
す
る
所
得
及
其
勤
勢
所
得
に
て
共
相
蹴
税
を
償
ふ
ニ
ご
が
山
来
、
ず
、
そ
し
て
共
中
棋
の
財
産
を
維
持
し
難
い
ほ

ど
で
め
る
E
き
に
は
、

そ
L
て
人
が
幾
ら
家
族
心
金
持
っ
て
家
内
柏
崎
め
に
家
族
内
斜
め
に
一
一
脂
に
努
力
し
ゃ
う
古

し
て
も
、
人
カ
に
は
通
例
際
限
の
ゐ
る
こ
古
で
あ
る
か
ら
、
税
が
或
度
以
上
に
重
〈
も
な
る
ご
き
に
は
到
底
税
を

掛
っ
て
向
ほ
家
の
財
産
を
維
持
す
る
の
が
六
っ
か

L
〈
な
る
。

か
〈
て
税
の
縛
め
に
家
の
財
産
を
減
少
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
に
な
る
ご
き
は
、
彼
の
相
賞
の
努
力
に
も
拘
ら
宇
街
地
始
末
で
ゐ
る
芭
き
に
は
、
今
度
は
失
望
務

勝
ピ
な
h
自
暴
白
菜
ご
な
・
9
、
怠
慢
芭
な
bJ
浪
費
ど
な
bJ
、
家
名
を
偉
重
し
て
之
を
揚
げ
や
ラ
芭
か
、
子
孫
の
幸

調
を
増
加
し
や
う
ど
か
い
ふ
考
を
拠
棄
し

τ、
自
己
及
家
族
の
目
前
の
経
済
の
み
考
へ
る
こ
正
に
な
b
、
共
事
へ

も
拠
来
し
て
自
分
の
家
族
員
の
こ
Z
Z
へ
冷
淡
Z
な
b
、
唯
だ
々
々
自
分
の
こ
E
ば
か

h
考
へ
る
こ
ぜ
に
な
b
、

途
に
は
自
分
の
こ
ピ
苫
へ
も
捨
て
鉢
に
な
っ
て

L
ま
う
。
共
れ
ま
で
に
な
ら
ぬ
正
し
て
も
、
家
族
相
愛
の
念
が
薄

ら
い
で
、
家
の
内
に
て
相
等
ふ
や
う
に
な
っ
て
は
、
主
(
一
耽
曾
は
不
愉
快
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ら
う
。
此

論

議

相
輯
抵
の
弱
齢

第
二
十
九
巻

三
三
五

第

就

七



論

叢

= 

大

第

鵠

ハ.

相
欄
抵
の
弱
貼

第
二
十
九
巻

砂
防
止
す
る
の
に
は
前
に
も
い
ふ
ゃ
う
じ
、
相
綴
税
を
少
〈
正
も
家
替
相
続
及
・
家
族
相
続
に
閲
す
る
限
h
、
出
来

る
ど
り
腔
〈
す
る
が
良
い
γ

。

シ
ヤ
ル
ツ
は
、
家
族
自
宮

E
或
時
代
hr
ら
主
由
時
代
に
相
蹴
に
よ
り
て
移
す
乙
と
が
、
家
族
継
続
四
礎
で
あ
っ
て
、
相
踊
聞
が
此
移
開
旧

制
を
誠
子
る
』
た
け
に
て
は
、
家
族
共
同
白
構
造
を
弱
め
、
且
ワ
枇
曾
白
構
抗
出
世
危
〈
す
る
と
い
ふ
設
あ
り
と
し
、
特
に
託
世
に
て
も
仰
固
に
で
は

(
位
丸
)

直
接
相
韻
枕
d
m

岡
民
自
脊
骨
た
る
家
接
を
破
捜
す
と
の
非
雌
あ
り
と
い
ふ
。
ア
イ
ナ
ウ
ヂ
も
、
世
大
刺
位
相
続
枯
臨
止
に
よ
り
て
、
組
桝
的
且
椅

a
 

神
的
生
活
白
中
心
と
し
て
り
家
族
自
称
立
を
保
註
し
た
と
い
ふ
て
居
る
。

中
ん
も
反
射
誼
は
あ
る
。
即
ち
コ

y
ラ

l
V
位
相
蹴
枕
に
依
る
千
捗
出
家
族
心
山
崎
儲
け
る
と
い
ふ
非
難
は
、

拒
ま
る
h
o

何
ぜ
と
な
れ
ば
相
組
槌
其
も
由
が
此
際
侵
さ
れ
な
い
か
ら
と
い
ふ
。

一
般
O
組
験
に
依
札
ば
不
官
と
し
て

ろ
極
端
胴
上
の
弱
鮎

1
勤
勉
節
約
心
の
抑
制
|
|
相
綴
税
が
か
、
ら
中
又
は
聴
い
な
ら
ば
、
人
が
自
己
の
錦
め
の
み
な
ら
す
、

家
の
勉
め
に
子
孫
の
錦
め
に
一
屠
勤
勉
節
約
し
ゃ
う
正
い
ふ
こ

E
に
刺
戟
せ
ら
れ
る
こ
芭
仁
な
る
が

E
-
O
}、
さ

う
で
な
〈
此
が
可
な
b
仁
重
く
な
る
吉
、
自
ら
此
刺
戟
が
鈍
h
、
勤
勉
節
約
が
衰
ふ
る
こ
己
、
な
る
G

私
が
嘗
て

提
案
し
が
や
う
に
、
設
相
縦
人
が
一
代
に
作
っ
た
財
産
仁
軽
〈
課
税
し
、
先
代
先
々
代
正
遠
い
組
先
か
ら
古
都
た
も

の
ほ
ど
重
〈
課
す
る
正
し
て
も
其
加
重
の
度
を
緩
か
に
す
る
こ
吉
、
し
、
最
惑
い
蕗
の
で
も
堪
へ
易
〈
、

元
本
侵

俄
の
恐
な
き
ほ
ど
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
の
勤
勉
努
カ
を
刺
戟
し
得
る
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、

P
F
ナ
ノ

1
の
や
う

に
設
相
績
人
の
先
々
代
か
ら
来
た
分
を
全
部
設
牧
す
る
ほ
y
」
に
重
(
な
る
ご
き
に
は
、
少
数
の
場
合
に
は
其
れ
で

Einaudi， a. a. O. S 包n.Shultt. 1. c. p. 208， 266 
Conrad. a. a. Q. S. 114 
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も
被
相
綴
人
た
る
人
の
努
力
を
刺
戟
し
て
家
に
周
す
る
財
産
を
減
少
せ
守
し
て
増
加
す
る
こ
ご
を
得
る
け
れ
ど

も
、
多
〈
の
場
合
、
そ
し
て
特
に
図
舎
の
農
業
者
の
や
う
に
牧
盆
が
薄
(
し
て
漸
〈
に
生
活
を
縦
げ
、
家
産
を
維

持
し
得
る
程
度
の
虞
に
て
は
、

か
、
る
相
績
裁
に
よ

b
τ
は
倒
産
者
が
積
出
し
て
、
農
業
経
掛
を
根
底
か
ら
覆
L

て
し
ま
う
で
あ
ら
う
富
二
百
農
民
の
如
き
は
此
税
に
よ

b
τ
努
カ
の
刺
戟
を
受
付
中
し
て
自
暴
自
棄
に
も
陥
る

で
あ
ら
う
。

(佐

-
O
)

ス
タ
シ
プ
は
、
島
分
自
擢
刑
が
援
も
な
〈
、
努
力
と
費
本
集
積
と
の
錨
品
目
有
力
な
る
刺
戟
だ
と
い
ふ
岨
或
は
世
白
中
に
は
働
{
と
と

自
身
に
、
又
は
金
を
た
め
る
乙
ξ
自
身
に
興
味
を
有
っ
て
活
動
し
、
後
日
目
枕
の

ζ
L
h
t
r考
ヘ
ず
に
前
勤
す
る
も
の
も
之
ら
う
が
、
具
に
し
て

も
枕
の
る
る
よ
り
は
な
い
時
白
方
が
ご
崎
町
刺
戟
と
な
る
。

{
陸
一
-
)

明
zu 

伊
式
利
に
て
は
、
家
族
白
相
絹
槍
鹿
止
が
土
地
家
屈
の
所
有
者
階
級
か
、
b
無
能
件
に
替
成
を
得
た
と
い
ふ
の
も
無
迎
か
ら
自
己
主
で
あ

日
い
財
産
波
牧
の
危
随

l
l上
に
も
い
ふ
如
〈
に
し
て
相
続
税
が
倫
ほ
軽
〈
、
主
(
他
有
刺
な
る
俊
件
が
揃
う

τ居
τ、
殺
を
優
に
所
得
か
ら
出
し
得
る
限
'
り
は
良
い
り
れ
ど
も
(
註
一
二
)
、
其
が
重
〈
し
て
、
闘
民
の
勤
勉
節
約

に
よ
る
所
得
の
み
よ

h
し
て
擁
ひ
切
れ
な
〈
な
る
正
き
に
は
、
闘
民
周
産
一
元
本
の
侵
倣
E

V
ふ
こ
ご
に
も
な
ら
な

(
て
は
な
ら
な
い
。

{
陸
士
一
)

前
出
註
穴
、
七
害
問
。

第
三
段

其
他
の
見
地
よ
り
の
相
槙
税
の
弱
貼

論

叢

九

相
髄
秘
的
弱
樹

第
二
十
九
巻

コ
一
三
世

第

古車
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論

叢

O 

第
二
十
九
巻

第

腕

相
蹄
積
の
扇
貼

=一三八

以
上
の
外
・
相
鋪
税
に
は
色
々
の
弱
駄
が
ゐ
る
o
大
要
下
の
如
〈
で
あ
る
o

一
能
カ
課
税
上
ー
ー
に
は
前
じ
い
ふ
も
の
、
外
、

判
物
的
に
見
て
相
綴
後
生
時
期
の
不
規
則
な
る
よ
り
生
十
る
も
の
|
|
相
繭
枕
は
相
績
の
後
生
に
基
い
て
課
税

し
、
其
に
現
は
れ
た
能
力
に
り
を
見
る
。
人
的
に
特
に
筒
人
主
義
的
に
見
れ
ば
其
れ
で
不
必
キ
は
な

ν。
然
る
じ

之
を
一
の
財
庫
に
就
い
て
物
的
に
考
ふ
る
ま
、
特
に
一
家
族
に
属
す
る
財
産
を
昆
る
ご
、
相
続
の
酸
生
は
多
様
で

あ
っ
て
、
成
も
の
仁
て
は
四
十
年
目
五
十
年
目
に
一
皮
此
が
鵡
h
、
仙
の
も
の
に
て
は
十
年
内
に
二
三
度
も
繰
返

同

す
ご
い
ふ
?
』
ご
が
起
る
。
此
に
各
家
の
間
じ
不
会
一
や
が
生
中
る
。
此
鮎
か
ら
見
る
正
舜
し
〈
財
産
課
税
で
も
相
続

税
よ
・
り
も
財
産
税
の
方
が
よ
り
一
公
卒
で
あ
る
。
尤
も
之
に
う
い
て
は
税
負
揚
は
各
の
場
合
に
人
か
ら
見
る
べ
き
も

の
で
、
物
か
ら
見
る
べ
き
も
の
で
な
い
ご
い
へ
ば
、
差
支
な

L
Z
も
い
は
れ
得
る
(
註
一
三
)
O

(
陸
ご
=
)

ウ
品
ス
ト
は
、
租
抽
に
於
け
る
公
正
白
問
題
は
、
常
に
財
産
に
謝
し
て

k
n
d
は
、
む

L
る
各
箇
の
納
枯
者
に
つ
い
て
見
む
〈
て
は
な
ら

白
と
綿
し
、
ハ

y
タ
'
も
、
負
抱
は
各
円
課
柑
に
よ
り
別
々
の
筒
人
に
よ
"
で
感
ぜ
ら
る
る
。
其
が
新
し
〈
止
じ
た
負
描
能
力
に
臨
す
と
い
ふ
吋

B
能
力
の
程
度
に
精
密
に
通
牒
す
る
の
困
難
な
る
よ
b
生
宇
る
も
の

|
l相
繍
税
は
個
人
主
義
的
に
見

τ、

人
が
他
の
個
人
か
ら
不
労
に
し
て
得
た
の
を
捕
へ
て
、
其
蕗
に
特
別
の
能
力
ゐ

b
z
L
τ
課
す
る
も
の
Z
し
て
、

而
も
其
不
労
の
度
合
其
他
、
此
際
の
能
力
に
影
響
す
る
元
素
は
複
雑
で
ゐ
る
。
其
を
或
度
ま
で
は
税
法
で
も
考
慮

す
る
け
れ

E
も
、
到
・
抵
精
密
に
凡
べ
て
を
考
慮
す
る
こ
Z
は
出
家
な
い
正
い
そ
』
ご
か
ら
生
宇
る
不
会
卒
が
ゐ

HlInb~r" 1. c. p・397・
租税研究一巻 3J7-3，8.
West， The inheritance tax. p. 210・
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る
。
但
し
新
の
積
の
快
貼
は
此
枕
に
限
っ
た
こ
ご
で
は
な
〈
-
恕
す
ぺ
き
の
柚
収
賄
で
は
ゐ
る
。

日
い
越
股
よ
り
生
宇
る
も
の
|
|
嘗
て
も
い
ふ
た
や
う
に
課
税
技
術
上
、
特
に
動
産
に
於
て
、
そ
し
て
業
以
外
に

も
遁
肢
の
途
が
め
っ
て
、
其
を
到
底
、
凡
ぺ
て
塞
ぎ
切
る
よ
ご
が
出
来
ぬ
の
で
、
主
(
か
ら
し
て
も
不
必
卒
を
生
じ

得
る
o

D
税
法
の
改
正
か
ら
生
十
る
も
の
1
1比
相
続
さ
い
ふ
こ
正
が
或
財
産
に
つ
き
年
々
起
る
の
で
な
〈
、

年
目
に
一
度
起
る
も
の
だ
か
ら
し
て
、
之
が
あ
ま
り
煩
繁
に
改

E
せ
ら
る
る
ご
、
或
財
産
は
割
合
じ
寛
大
な
税
法 十

を
適
用
さ
れ
た
の
に
、
他
の
も
の
は
業
朝
刊
は
れ
た
年
が
異
高
須
め
に
、
改
正
苫
れ
た
殿
L
V
税
法
仁
依
る
ど
い
ふ

こ
Z
に
な
・
9
、
此
問
に
不
n
公
平
を
生
宇
る
。
だ
か
ら
相
続
税
法
は
戚
る
べ
〈
不
動
ご
い
ふ
こ
ど
が
望
ま
L
Z
せ
ら

れ
る
(
陸
一
回
}
。

(
陸
自
岡
}

一
ー
九
二
五
年
由
来
闘
相
続
松
合
議
の
報
告
に
も
、
相
続
積
怯
及
勧
曲
中
は
不
動
な
る
〈
し
と
あ
る
叫

ニ
極
構
上
!
ー
に
は
上
に
い
ふ
た
財
産
元
本
侵
蝕
可
能
、
勤
勉
節
約
抑
制
可
能
の
外
に
、
凪
宙
利
資
本
縮
少
、
随
つ

明

叫

て
告
別
生
活
腫
迫
の
可
能
町
資
本
国
外
駆
逐
の
可
能
な

y↓
が
あ

h
、
特
に
不
動
産
に
閲
す
る
だ
け
に
て
並
に
動
産

に

τ色
其
一
部
の
も
の
に
て
は
納
税
の
縛
め
に
償
格
を
下
落
せ
し
め
て
義
務
者
に
被
ら

L
む
る
の
不
利
ご
い
ふ
も

の
も
あ
る
窪
ご
と
。

(
註
-
車
)

シ
ヤ
ル
ツ
は
、
結
呆
と

L
て
生
ず
る
避
〈
べ
か
ら
ざ
る
葺
却
が
、
車
却
さ
る
る
財
産
白
十
分
な
る
圃
値

E
質
調
ず
る
と
と
は
稀
で
あ

面市

議

第
三
蹴

相
観
相
自
扇
動

第
二
十
九
各

三
三
九

租積研究九巻 285以下。
Report of the National Com皿 itteeon inhel'itance taxation. p. 13 

租動研究五魯 r9~.

同 上 旬7-198
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論

鍛

相
輝
積
白
扇
動

第
三
蹴

ユ
回
。

第
二
十
九
巻

る
。
茸
却
叩
避
〈
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
ζ

と
の
智
識
が
市
場
を
破
壊
す
る
品
ら
主
山
r
H
V
、
一
九
二
五
年
の
米
聞
の
相
続
枯
合
議
白
報
告
中
に
も
此
事

E
指
摘
す
。

三
枇
曾
政
策
上
ー
ー
に
は
、
小
額
の
遺
産
に
つ
き
.
替
利
能
力
を
侠
き
た
る
者
、
特
に
小
供
、
妻
な
Y
」
の
相
績
し

た
や
う
な
場
令
に
は
、
之
か
ら
し
て
或
枕
を
取
る
潟
め
仁
、
却
っ
て
政
府
か
ら
し
て
の
救
糖
の
必
要
を
生
守
る

Z

い
ふ
こ
正
一
か
超
h
得
る
。
尤
も
此
は
免
税
鮎
其
他
の
出
羽
怨
に
よ

b
τ
此
心
配
を
少
〈
す
る
こ
芭
は
出
来
る
o

四
財
政
枚
入
上
1
1

A
牧
入
勤
務
の
大
な
る
こ

Z
1ー
が
比
税
の
快
貼
で
あ
る
。
古
い
ふ
の
は
、
此
税
は
財
産
税
の
や
う
に
各
財
産

に
年
々
課
税
す
る
の
で
な
〈
、
撃
に
其
が
相
舗
に
現
は
る
、
ピ
り
に
て
課
税
す
る
も
の
な
の
で
、
偶
々
大
財
産
に

於
り
る
相
舗
の
多
き
年
じ
は
股
入
が
大
で
、
一
民
謝
の
ご
き
に
は
牧
入

ω少
い
こ
正
を
兎
れ
泊
か
ら
で
あ
る
。
随
つ

て
は
此
枕
が
枚
入
可
動
原
則
に
合
は
ぬ
(
出
一
六
)
O

尤
も
其
も
国
民
全
健
正
し
て
は
可
な
b
卒
準
せ
ら
れ
て
、
そ
ん

な
に
動
擦
の
度
が
大
い
こ
ご
は
な
か
ら
う
(
註
一
七
)
。

(
駐
=
ハ
)

一
九
二
五
年
の
米
国
相
蹴
粧
台
議
白
報
告
に
も
、
相
組
積
は
、
其
民
自
性
質

t、
租
枯
制
度
に
於
け
る
周
仲
カ
に
臨
ず
べ

t
、
可
動
的

自
標
準
と
し
て
佐
用
に
適
し
な
い
と
い
ふ
て
居
る
同

ヨ
ン
ラ

I

V
は
、
収
入
の
あ
ま
り
大
な
不
同
と
い
ふ
の
心
配
は
純
臨
に
依
る
と
蛍
ら
な
い
と
錯
し
、
戸

Y

タ
ー
は
、
大
な
政
治
上
白
車

位
(
凶
)
に
て
は
此
枕
白
牧
人
が
著
し
〈
一
様
日
だ
と
H
F
、

Z

1

4

ル
ヒ
は
、
私
人
に
と
明
て
は
相
績
財
産
は
不
規
則
な
る
財
産
指
加
だ
が
、
闘
家

に
と
明
て
は
、
相
蹴
枯
は
規
則
正
し
き
も
白
ず
、
組
磁
の
示
す
所
で
は
年
々
時
ぼ
同
一
一
割
肱
入
白
拍
だ
と
い
ふ
吋

{
睦
-
七
)

Shul~z ， 1. c， p_. 201. Repolt Or the National ComrnIttee on inheritance 
taxation. p. i6戸 17・
~epor~ o( the !'fational Co~mittee. _p_ 15 
Conrad. a. a. O. S. 114・Hunter. 1. c. p. 395 
405. 
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B
必
要
に
膳
じ
て
牧
入
を
増
減
し
難
き
こ
芭
|
|
其
は
前
に
い
ふ
た
、
応
税
に
て
は
税
法
の
不
動
の
望
ま
し
き

も
の
が
ゐ
る
註
一
こ
。
の
で
、
其
結
か
ら
し
て
も
、
財
政
需
要
の
増
減
に
臆
じ
て
税
率
を
麓
夏
す
る
こ
芭
を
慌
ま

な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
鮎
か
ら
し
て
も
此
税
は
亦
だ
枚
入
可
動
原
則
に
遁
は
な
い
。

(E-
八
)

前
山
註
]
同
事
問
。

五
課
税
技
術
上

A
能
力
に
描
出
す
る
に
於

τの
精
密
な
る
考
慮
が
技
術
上
に
出
来
惑
い
ど
い
ム
ニ
ど
が
あ
る
o

其
は
前
に
も
レ
ふ

た
遁
h
で
ゐ
る
。
手
れ
か
ら
遺
産
税
に
て
は
被
相
続
人
が
生
前
に
週
脱
し
た
税
を
補
完
す
る
の
意
味
も
あ
る
ご
い

ふ
が
、
然
b
Z
し
て
・
貨
際
の
枕
を
此
に
通
路
せ
し
め
る
こ

Z
は
六
っ
か
し
い
(
陸
一
九
}
。

ρ

ン
タ
ー
は
、
不
法
主
は
詐
儲
的
方
法
に
て
蓄
積
さ
恥
た
る
財
産
を
闘
す
る
鴻
品
目
此
枕
白
使
用
は
、
遺
産
自
獲
得
に
桔
付
告
た
る
排

叫

害
曲
一
凱
に
よ
り
て
軸
串
を
差
別
す
る
方
法
な
き
こ
と
の
故
障
に
面
す
る
と
い
ふ
て
居
る
。

)
 

B
遮
脱
防
止
難
及
静
岡
胴
雛

1
lの
存
す
る
ニ
ピ
は
別
の
践
で
詳
し
〈
越
ぺ
花
通
-P
で
あ
る
o

毛

L
τ
特
仁
連
肱

，，、
は
我
が
重
〈
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
名
〈
な
る
。
而
か
も
到
底
之
を
防
止

L
謹
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

(
註
-
丸
)

、e士
亦同

ゴ

日間

以
上
要
之
、
相
緩
税
は
動
も
す
れ
ば
路
上
も
な
き
良
税
ご
せ
ら
れ
、
盆
々
之
を
重
課
す
る
の
傾
向
が
ゐ
る
り
れ

5曲

第
三
都

議

銘
ニ
十
九
魯

相
紐
舶
の
弱
粘

三
四
一

Hunter， 1. c. p. 3日633) 



前

議

回

相
観
粧
の
弱
貼

第
二
十
九
巻

ヨ

四

第

暁

Y
』
も
、
廊
能
会
卒
課
税
上
に
も
、
道
義
及
経
済
上
に
も
、
枇
曾
政
策
上
に
も
、
財
政
枚
入
上
に
も
・
課
税
技
術
上

に
も
抽
収
賄
あ
る
も
の

πか
ら
、
漫
-9
仁
之
仁
一
憧
凪
回
し
て
は
な
ら
な
い
。
特
に
家
替
相
続
並
に
家
族
闘
の
相
続
に
至

つ
て
は
臆
施
説
枕
上
、
道
義
及
経
済
上
重
大
な
る
疑
問
の
存
す
る
所

rか
ら
、
之
を
寛
に
す
る
こ
ご
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
0

3
り
ご
て
特
に
比
家
督
及
家
族
相
績
を
顧
止
す
る
古
き
に
は
、
此
重
大
な
る
溺
勅
を
除
〈
唱
」
ご
は
出

ホ
ゆ
る
が
、
股
入
上
の
銚
陥
が
大
〈
な
っ
て
、
相
秘
税
の
存
立
の
債
依
が
殆
九
ど
な
く
な
る
か
ら
、
共
に
は
鴎
賭
し

た
い
重
ね
々
々
も
此
課
税
の
あ
ま
り
過
重
に
な
ら
ぬ
こ
ご
を
希
盟
し
亡
止
ま
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
缶
ニ
O
)
0

相
綴
枕
の
後
展
が
世
界
の
大
勢
の
や
う
に
も
見
ゆ
る
け
れ
ど
も
話
三
)
O

比
闘
の
物
に
つ
い
て
は
、

日
本
は
日
本

の
国
情
正
ヤ
ム
こ
芭
仁
も
顧
み
、
摸
倣
追
随
の
み
を
し
な
い

E
い
ふ
の
注
意
を
忠
れ
て
は
な
ら
な
い
。

(
位
ニ

O
)

テ
ス
泡
は
、
最
近
、
普
叫
籍
者
、
時
に
小
供
R
A
夫
婦
を
兎
枇
す
る
相
続
酷
に

H
暗
ん
ど
非
排
出
さ
れ
た
い
。
併
し
阻
の
如
き
制
限
さ
れ
た

相
脱
税
は
牧
入
の
山
伊
き
も
の
で
あ
り
.
最
註
吉
川
叫
轄
者
山
相
績
が
引
入
れ

ιれ
る
と
告
に
、
初
め
て
租
府
出
削
政
上
報
ゐ
ら
れ
る
ζ

と
L

な
る
も

の
だ
と
錦

L

シ
ヤ
ル
ツ
は
‘
相
続
に
よ

H
E移
る
財
産
白
四
分
山
コ
一
叫
即
死
者
自
生
時
間
っ
た
配
偶
者
症
に
直
接
相
縦
人
に
移
る
か
b
、
冊
呆
判
的
叫

積
回
収
入
は
大
に
制
陣
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
ふ
叫
倫
ほ
我
関
心
相
続
枕
枚
入
食
見
る
と
、
問
和
二
年
度
に
一
ニ
千
六
百
九
十
七
高

O
二
百
五
十
一
闘

だ
が
、
共
中
、
家
督
相
続
粧
が
ニ
千
二
百

O
一一=晶
λ
千
九
百
円
十
四
闘
で
あ
り
、
此
中
に
て
も
第
一
種
の
、
相
続
人
が
融
制
縦
人
目
家
族
た
る
直

室
脳
た
る
も
の
二
千

O
三
十
五
高
ニ
千

O
O
七
倒
、
遮
直
相
蹴
白
第
一
穂
町
ち
直
系
卑
屈
が
州
続
人
た
る
も
由
一
千
削
百
二
十
四
高
六
千
四
百

二
十
一
国
て
、
此
絡
白
ニ
の
も
由
だ
け
で
も
三
千
四
百
五
十
九
高
八
千
四
百
ニ
十
λ
闘
で
あ
る
a
此
外
に
配
偶
者
計
相
級
人
た
る
も
の
を
入
る
ゐ

と
す
れ
ば
、
金
高
は
比
よ
り
も
仰
大
{
な
る
。
其
れ
を
雌
止
す
る
と
い
ふ
と
止
は
貨
際
に
は
訂
は
れ
難
u
!

と
見
て
可
ぃ
。

(
院
ニ
ご
セ
リ
グ
マ
シ
は
、
相
誠
積
は
何
れ
白
民
主
的
批
舎
に
も
見
出
さ
る
与
。
何
蕗
に
て
も
、
財
政
上
及
祉
曾
上
自
京
撃
を
噌
L
q
L
あ
H
と

儒
す
醐

Tyszka， a. a. O. S. 233. Shultz， 1. c. p. 266-267 

主軸周五十四回統計年紺書。

Seligman， 1. c. p. 157・

)

}

}

 

4

5

6

 

8

8

8

 


